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Abstract: Volunteer activities at museums are becoming increasingly popular as a form of social education. These activities are 
an opportunity to learn communication skills and gain academic knowledge. They also provide an opportunity for social 
education for visitors. This study examined how volunteer activities at educational venues affect participants’ consciousness of 
aquatic life. Volunteers and curators at the Suma Aqualife Park KOBE were surveyed via questionnaires and interviews. These 
surveys clarified that volunteer activities in Suma Aqualife Park KOBE influence the participants’ sense of attachment to the sea 
and to aquatic species, their environmental awareness, and their connection with society. The findings demonstrate that 
volunteer activities at educational venues have educational effects on the participants.























































































日曜に参加者を募集し，5 ～ 20 人程度のグループに
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水族館の教育ボランティア経験がもたらす参加者の意識変化―神戸市立須磨海浜水族園を事例に―
　須磨水族園ボランティア組織の設立を主導した元職







































性 30 名，女性 22 名）でボランティア組織全体の
55％にあたる。また，アンケート調査とは別に 5 月







離は 30 分以内が 31％，1 時間以内が 50％とほとんど
が近隣地域の住民であった。また，年齢別には 20 代
が 21％，30 代が 7％，40 代が 25％，50 代が 11％，
60 代が 12％，70 代以上が 20％と年代にばらつきが
あり，男性が 55％，女性が 41％であった。男性は 60
代，70 代以上が 30 人中 13 人と 43％を占め，女性で
最も人数の多い世代は 40 代であった。また，図 2 の
年齢と活動頻度を見ると，月 4 回以上と頻繁に活動し














































































が高いのは月に 4 回活動している人の 80％である。
しかし，月に 5 ～ 7 回来ている人に関しては月に 4











（ガイド班 4，フィールド班 2，フロア班 5）
②ボランティアの活動内容への興味：22 人




ンティア会長 40 ～ 50 代女性 C さん）
「何か人と関わりを持ちたい、刺激が欲しいと思っていたと
ころ広報誌にボランティアのことが載っていたので応募し
た。」（フロア班 30 ～ 40 代女性 D さん）など
「元々植物が好きで友人からボランティアの話を聞いたの
と、ホームページを見てフィールドワーク調査に関心を
持ったから参加した。」（フィールド班 20 代女性 E さん）
「元々水族館に行くのが好きでガイドもやってみたいと
思っていた。自分の希望が叶いそうだったのでぜひやって
みたいと思った。」（ガイド班 40 代男性 F さん）など
③水族館や海の生き物への興味：12 人
（ガイド班 4，フィールド班 6，フロア班 2）
④新たな趣味・気分転換：12 人











ド班 40 代女性 I さん）
「仕事に嫌気が差して何か新しいことを始めたいと思って
いたし、家からも近いので応募した。元々生物や博物館に










































 ᅗ 6 άື㢖ᗘ࡜ᾏࡢලయⓗ࡞࢖࣓࣮ࢪࡢ㛵ಀᅗ ὀ)࢔ࣥࢣ࣮ࢺㄪᰝ࡟ࡼࡿ㸪ᑐ㇟⪅ 56ே㸪࠺ࡕ↓ᅇ⟅ 5ே 
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ロア班の 40 代男性 M さんは，海に関する社会問題に
関して漠然としていた自身の考えがまとまり，海の情
報に対してより関心を持つようになったと述べてい
る。また，ガイド班の 40 代男性 O さんの場合，ボラ
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